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Trail Making Test 指標の発達的変化の検討





各指標の発達的変化について検討した。その結果，Part A の遂行時間，Part B の遂行時間，
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Ⅰ．はじめに
　Trail Making Test（TMT）は，1938年にPartington’s 
Pathway Test あるいは Divided Attention Test と


























眞田　　敏 ・ 新谷　真以 ・ 福田あやこ ・ 津島　靖子 ・ 荻野　竜也
表 1　TMTの諸手法
トがランダムに配置された用紙で，数字と文字と












告された TMT は，Part B において，「A ～ L」ま
でのアルファベットに代わって，「あ～し」までの
ひらがなを使用している。また，彼らは Reitan ８） ９）
の用いていた指標に加え，B－A 値という Part A
と Part B との遂行時間の差ならびに B/A 値という
















































































のひらがなを交互につなぐ Part B を用いて遂行時
間を計測し，エラー数とともに記録した。刺激数は
いずれも15であった。被験者に十分に課題を理解し





　成績の評価は，Part A の遂行時間，Part B の遂
行時間，B－A値（Part AとPart Bの遂行時間の差），
－ 12 －
眞田　　敏 ・ 新谷　真以 ・ 福田あやこ ・ 津島　靖子 ・ 荻野　竜也
図１　軌跡上の特徴の種類
B/A 値（Part A 遂行時間に対する Part B 遂行時間




















述の６指標のうち Part A の遂行時間，Part B の遂
行時間，B － A 値および B/A 値の4指標について，
単回帰分析により得られた回帰式，相関係数，有
意水準を表5に示した。表５中の回帰式は Y を Part 
A の遂行時間，Part B の遂行時間，B － A 値，B/
A 値とし，X を年齢とした。分析の結果，いずれ
の指標においても二次回帰式が得られた。これらの


































　荏原ら16）は刺激数25の TMT を用いて，Part A
の遂行時間および Part B の遂行時間の2つを指標と
して，６～18歳の定型発達児者における発達的変化
















の指標として Part A および Part B の遂行時間のみ



















い難く，Part A と Part B では得られる結果が異な
ることが明らかとなった。これは，前述の富永12）
の注意機能とワーキングメモリの現れ方が Part A











TMT と同じく神経心理学的検査である Kiddie 
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図２　Part A の遂行時間の年齢による変化 図３　Part B の遂行時間の年齢による変化
図４　B－A 値の年齢による変化 図５　B/A 値の年齢による変化
図 6　各年齢群におけるエラーの種類 図 7　検査の前半・中盤・後半におけるエラーの割合
図８　Part A における軌跡上の特徴 図９　Part B における軌跡上の特徴
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